
す
す
む
柿
原
簡
易
水
道
工
事

今
年
八
月
に
着
工
の
柿
原
地
区
簡

易
水
道
新
設
の
工
事
は
、
雪
に
そ
を

え
て
年
内
に
大
半
の
設
備
を
完
成
さ

せ
よ
う
と
、
こ
の
と
こ
ろ
休
日
も
返

上
し
て
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
。

規
模
は
、
給
水
人
口
一
三
七
人
、

（
三
〇
世
帯
）
を
基
本
に
、
地
内
本

谷
の
渓
流
を
人
工
伏
流
水
と
し
バ
　
五

一
了
を
貯
水
、
自
然
流
下
方
式
で
導

水
す
る
も
の
。

送
・
配
水
管
の
延
長
一
、
七
八
一
㍍
、

消
火
栓
一
一
基
を
計
画
、
生
活
文
化

の
向
上
と
地
域
の
防
災
に
備
え
て
お

り
、
地
区
永
年
の
願
望
で
あ
っ
た
だ

け
に
完
成
に
あ
つ
い
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

▲
柿
原
本
谷
地
内
に
建
設
中
の
取
水
施
設
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衆
議
院
議
員
総
選
挙

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

投
票
日
は
1

2
月
■

8
日

人人人人人人んん人1
一
■
g
〟
電
毒
せ
Y
g
d
《
d
勺
▲
ぜ
d
噂
d
馬
d
勺
d
葛
J
勺
〟
鴇
d
葛
J
勺
d
噂
J
勺
J
勺
d
噂
一
《
■
川
く
せ
d
電
〟
馬
d
く

明
る
い
選
挙
を

町
選
挙
管
理
委
員
長

遠
藤
　
延

衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
十
二

月
三
日
公
示
、
十
二
月
十
八
日

投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
、

公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ

一江　　府　　町　　報

選んでよいくらし

十
二
月
十
八
日
（
日
）
に
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
最
高
裁

判
所
裁
判
官
の
国
民
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
初
冬
の
町
は
、
投

票
日
を
目
指
し
て
選
挙
戦
も
今
が
た
け
な
わ
で
、
選
挙
一
色
に

ぬ
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
選
挙
は
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
〓
票
に
よ
っ
て
代

表
者
を
選
び
出
し
、
こ
の
代
表
者
に
国
の
政
治
を
任
せ
る
た
い

せ
つ
な
選
挙
。
一
方
の
国
民
審
査
は
、
憲
法
や
法
律
を
守
る
重

要
な
役
目
を
持
つ
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
が
、
そ
の
職
に
ふ
さ

わ
し
い
人
か
、
ど
う
か
を
判
断
す
る
投
票
。
い
ず
れ
も
わ
た
し

た
ち
の
生
活
に
深
い
か
か
わ
り
の
あ
る
投
票
で
す
。
棄
権
を
し

な
い
で
、
正
し
い
一
票
を
投
じ
た
い
も
の
で
す
。

れ
、
そ
の
適
用
を
受
け
る
選
挙

で
す
。
こ
の
選
挙
は
、
自
分
自

身
の
判
断
で
国
の
政
治
を
任
せ

る
人
を
選
ぶ
最
も
良
い
機
会
で

す
。今
年
は
、
県
知
事
選
挙
、
県

議
会
議
員
選
挙
、
参
議
院
選
挙

と
選
挙
の
年
で
し
た
が
、
選
挙

は
毎
回
が
清
潔
で
明
る
い
選
挙

で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

候
補
者
を
よ
く
見
て
、
よ
く

知
り
、
棄
権
す
る
こ
と
な
く
意

義
あ
る
一
票
で
正
し
い
選
挙
が

執
行
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ぬぬぬぬぬぬぬああぬぬああぬああぬああぬああ』

『

箋

芸

当

鳶

箋

蓮

望

鳶

選

遠

望

雲

鳶

箋

遥

軋

衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
は
、
十
二

月
三
日
に
公
示
さ
れ
、
十
二
月
十
八

日
が
投
票
日
と
決
ま
り
ま
し
た
が
、

鳥
取
県
で
は
、
定
員
四
人
に
対
し
て

七
人
が
立
候
補
し
、
激
し
い
選
挙
戦

が
展
開
中
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
ん
ど
の
総
選
挙
は
、

内
政
、
外
交
両
面
に
わ
た
る
重
要
な

問
題
が
山
積
し
て
い
る
た
め
、
有
権

者
の
間
で
も
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
政

治
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

⑳

町
の
有
権
者
は
三
、
九
八
五
人

十
二
月
二
日
現
在
の
町
の
有
権
者

数
は
、
男
一
、
八
八
四
人
、
女
二
、
一

〇
一
人
の
計
三
、
九
八
五
人
で
す
。

投
票
日
ま
で
に
は
転
出
な
ど
に
よ

り
、
当
日
有
権
者
数
は
、
異
動
が
あ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
て
、
四
年
前
に
行
わ
れ
た
総
選

挙
の
投
票
率
は
九
一
・
二
㍍
で
県

下
で
は
第
八
位
で
し
た
。
町
選
挙
管

理
委
員
会
で
は
、
今
回
は
町
民
の
総

選
挙
へ
の
関
心
も
高
く
、
特
に
正
し

い
選
挙
へ
の
意
欲
も
盛
り
上
っ
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
高
い
投
票
率
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

江
府
町
で
投
票
で
き
る
人

十
二
月
二
日
現
在
で
三
か
月
以
上

町
内
に
住
所
の
あ
る
人
（
九
月
二
日

ま
で
に
転
入
届
を
し
た
人
）

江
府
町
で
投
票
で
き
な
い
人

九
月
三
日
以
降
に
転
入
届
を
さ
れ

た
人
。八
月
十
七
日
ま
で
に
転
出
届
を
し

た
人
。新
し
く
有
権
者
と
な
る
人

昭
和
三
十
八
年
十
二
月
十
九
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
。

⑳

町

長

日

誌

＊
日
月

1
日
㈹
　
消
防
小
型
動
力
ポ
ン

プ
配
備
式
（
大
河
原
、

西
成
、
助
沢
）
、
庁

内
会

2
日
0
0
　
江
尾
財
産
区
会

3
日
㈹
　
在
勤

4
日
励
　
県
農
林
部
長
来
庁

5
日
出
　
在
勤

7
日
㈲
　
大
山
隠
岐
国
立
公
園

計
画
検
討
会
（
大
山

寺
）

8
日
的
　
道
路
公
団
調
査
用
地

部
長
来
庁
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江　　府　　町　　報

るい選挙

しっかリ

町の有権音数

（昭和58年12日2日現在）

⑳

不
在
者
投
票
は

前
日
1

7
時
ま
で

投
票
日
の
十
二
月
十
八
日
に
、
旅

行
や
出
張
、
病
気
、
そ
の
ほ
か
や
む
を

え
な
い
理
由
で
投
票
所
へ
行
け
な
い

人
は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
で
き
る
の
は
、

衆
議
院
議
員
総
選
挙

十
二
月
三
日
～
十
二
月
十
七
日

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

十
二
月
十
日
～
十
二
月
十
七
日

取
扱
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

不
在
者
投
票
は
、
町
役
場
内
の
町

選
挙
管
理
委
員
会
に
印
か
ん
を
持
参

し
、
備
付
け
の
用
紙
に
記
入
押
印
す

れ
ば
簡
単
に
投
票
で
き
ま
す
。

ま
た
、
不
在
者
投
票
管
理
者
を
置

く
指
定
病
院
、
施
設
等
に
入
院
、
入

所
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
、

施
設
で
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
で
、

町
の
選
管
か
ら
四
年
間
有
効
の
郵
便

投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
は
自
宅
で
郵
便
投
票
が
で
き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
町
選
挙
管
理
委

員
会
（
電
話
五
－
二
二
二
）
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

投
票
用
紙
は

衆
議
院
議
員
総
選
挙

白

　

色

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

淡
紅
色

午
前
七
時
か
ら
投
票
開
始

十
二
月
十
八
日
の
投
票
日
は
、
町

養蜂区 投 票 所 名 男 女 計

1 山村開発センター 520 613 1，133

2 佐　 川　 会　 館 98 115 封3

3 下 柿 原公民館 52 58 110

4 明 倫 ′ト学 校 242 261 503

5 池 の　内 会 館 107 109 216

6 日　の　詰 会 館 121 血 245

7 宮 市 公 民 館 40 59 99

8 宮 市 原公民館 31 36 67

9 助 沢 公 民 館 29 32 61

10 下 蚊屋 公民館 59 60 119

11 米沢小御机分校 78 81 159

12 美 用　公 民 館 70 86 156

13 杉 谷　公 民 館 46 54 100

14 貝　 田　公 民 館 88 101 189

15 下大河原公民館 63 68 13 1

16 吉 原 公 民 館 61 65 126

17 袋　 原　公 民 館 23 26 49

18 ′ト 原 公 民 館 34 32 66

19 下 安 井公民館 50 56 106

20 久 連 公 民 館 72 65 137

計 1，8糾 2，101 3，985

◎

内
二
十
か
所
の
投
票
所
で
午
前
七

時
か
ら
い
っ
せ
い
に
投
票
が
は
じ
ま

り
、
午
後
六
時
に
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。

開
票
は
、
午
後
六
時
四
十
分
か
ら

土
井
之
内
会
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

－
投
票
の
注
意
－

候
補
者
名
は
ハ
ッ
キ
リ
と

衆
議
院
議
員
総
選
挙

○
必
ず
「
候
補
者
の
氏
名
」
の
欄
内

に
候
補
者
の
氏
名
を
一
人
だ
け
は
っ

き
り
と
書
く
。

○
候
補
者
の
氏
名
以
外
の
こ
と
は
、

何
も
書
か
を
い
。

○
体
が
不
自
由
な
た
め
字
が
書
け
を

い
人
、
又
は
字
を
知
ら
な
い
人
は
、

投
票
管
理
者
に
申
し
出
る
。

○
投
票
用
紙
が
破
れ
た
り
、
書
き
ま

ち
が
え
た
り
し
た
と
き
は
、
投
票
管

理
者
に
申
し
出
る
。
新
し
い
投
票
用

紙
と
取
り
替
え
て
も
ら
え
る
。

や

め

さ

せ

た

い

人
　
の
　
み
　
×
　
印

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

○
や
め
さ
せ
た
方
が
よ
い
と
思
う
裁

判
官
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
の
上
の

「
×
を
書
く
欄
」
に
×
を
書
く
。

○
や
め
さ
せ
を
く
て
よ
い
と
思
う
裁

判
官
に
つ
い
て
は
、
何
も
書
か
な
い
。

○
投
票
用
紙
に
×
印
以
外
の
こ
と
を

書
く
と
無
効
に
な
る
。

9
日
㈱

1
0
日
㈹

u
日
励

12
日
出

1
4
日
㈲

在
勤
在
勤
西
部
町
村
長
会
（
米
子
）

神
奈
川
神
社
遷
宮

中
電
技
術
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
・
日
本
海
新

聞
副
社
長
来
庁

1
5
日
的
御
机
大
根
生
産
組
合

総
会
（
美
保
ノ
関
）

福
井
県
名
田
庄
村
長

外
来
町

16
日
㈱
町
戦
没
者
殉
職
者
慰

霊
祭
1
7
日
㈹
解
放
同
盟
行
政
要
請

行
動
、
俣
野
川
発
電

所
上
池
ダ
ム
視
察

18
日
㈱
県
農
業
振
興
協
議
会

長
会
議
（
東
郷
町
）

建
設
事
業
入
札

19
日
出
職
員
研
修
会

20
日
㈲
町
内
小
・
中
学
校
P

T
A
バ
レ
ー
大
会

2
1
日
㈲
日
光
地
区
区
長
・
役

員
来
庁

2
2
日
的
江
府
中
学
校
校
旗
制

定
記
念
式

2
4
日
㈹
日
野
郡
社
会
教
育
研

究
大
会
（
日
野
町
）

2
5
円
㈹
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

夜
間
照
明
建
設
入
札

26
日
出
三
町
衛
生
施
設
組
合

譲
合
（
日
南
町
）

2
7
日
㈲
広
島
出
張

2
8
牒
㈲
全
国
町
村
長
大
会

1
2
月
1
日
㈹
（
東
京
）
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全
町
民
が
こ
ぞ
っ
て
交
通
安
全
を
願
っ
て
い
る
の
に
も
・

か
か
わ
ら
ず
、
交
通
事
故
は
減
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
町

内
の
人
が
死
亡
し
た
り
、
ケ
ガ
を
さ
れ
る
事
故
が
続
発
し

て
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
へ
の
願
い
は
裏
切
ら
れ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
防
止
を
い
ま
一
度
、
自
分
の
問
題
と
し
て
、

真
剣
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

「

～

～

一■㌧

i

J

～

～

～

～

i

～

～

i

～

～

～

～

～

i

～

～

～

J

J

J

～

～

i

～

」

江　　府　　町　　報

－みんなですすめる交通安全－

なくモう交通事故

◇
◇
◇

事
故
は
防
げ
る

町
内
で
今
年
に
を
っ
て
発
生
し
た

交
通
事
故
は
三
六
件
。
そ
の
う
ち
死

者
が
二
人
、
負
傷
者
は
五
八
人
に
も

お
よ
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
同
期
に
比

べ
ま
す
と
、
負
傷
者
が
二
四
人
、
死

者
が
二
人
増
え
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
は
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因

が
複
雑
に
か
ら
み
あ
っ
て
起
き
る
も

の
で
す
が
、
歩
く
の
が
人
な
ら
ば
車

を
運
転
す
る
の
も
人
。
つ
ま
り
人
間

が
交
通
事
故
の
キ
メ
手
を
握
っ
て
い

る
わ
け
で
す
。
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と

り
の
注
意
で
、
交
通
事
故
を
な
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

◇
◇
◇

心

に

ゆ

と

り

を

県
警
が
ま
と
め
た
交
通
事
故
発
生

状
況
の
統
計
に
よ
り
ま
す
と
、
交
通

事
故
の
原
因
は
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
、

わ
き
見
運
転
を
ど
の
安
全
運
転
義
務

◎

違
反
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
最
近
は
、
飲
酒
運
転
が
増
加

し
て
死
亡
事
故
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、

徐
行
違
反
、
一
時
不
停
止
、
追
い
越

し
違
反
を
ど
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
は
、
い
ず
れ
も
防

げ
ば
防
げ
る
事
故
ば
か
り
で
す
。
運

転
す
る
人
は
、
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た

ら
運
転
に
全
神
経
を
集
中
し
て
、
と

っ
さ
の
場
合
で
も
、
す
早
く
対
処
で

き
る
く
ら
い
の
ゆ
と
り
を
持
ち
た
い

も
の
で
す
。

◇
◇
◇

歩
行
者
も
注
意
を

事
故
原
因
は
車
の
側
ば
か
り
に
あ

る
と
は
い
い
き
れ
ず
、
歩
行
者
の
交

通
ル
ー
ル
違
反
も
か
を
り
あ
り
ま
す
。

左
右
を
確
か
め
ず
に
急
に
道
路
を

横
断
す
る
こ
と
や
、
斜
め
横
断
な
ど

に
よ
っ
て
車
に
は
ね
ら
れ
る
ケ
ー
ス

も
か
在
り
あ
り
ま
す
。

と
く
に
子
ど
も
に
は
、
日
ご
ろ
か

ら
ご
家
庭
で
、
交
通
安
全
教
育
を
徹

底
す
る
と
と
も
に
、
大
人
が
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
の
手
本
を
示
し
て
や
る

こ
と
が
、
な
に
よ
り
も
大
切
で
す
。

年末の交通安全県民運動

12月22日～31日

年もおしせまり、あわただし

い年末を迎えました。この時期

は、忘年会など飲酒の機会が多

くなったり、歳末商戦たけなわ

となり、街中が人や車であふれ

「

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

◇
◇
◇

「
一
杯
ぐ
ら
い
」
が
キ
ケ
ン

今
年
、
町
内
で
飲
酒
運
転
で
検
挙

さ
れ
た
の
は
、
十
月
末
現
在
で
二
件

で
す
。
こ
れ
だ
け
、
注
意
さ
れ
て
い
る
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
飲
酒
運
転
事
故
が

あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

運
転
す
る
人
に
は
絶
対
に
酒
を
出

さ
な
い
、
ま
た
運
転
す
る
人
も
ハ
ン

ド
ル
を
振
る
と
き
は
絶
対
に
酒
を
飲

ま
な
い
と
い
う
鉄
則
を
守
り
ま
し
ょ

う
○

こ
れ
ま
で
の
慣
習
で
、
車
で
来
た

お
客
さ
ん
に
も
「
ま
あ
一
杯
ぐ
ら
い
」

と
酒
を
出
す
例
が
あ
り
ま
す
が
、
事

故
が
起
き
て
か
ら
後
悔
す
る
よ
り
も
、

事
前
に
酒
を
出
さ
な
い
方
が
、
心
の

こ
も
っ
た
も
て
な
し
に
な
り
ま
す
。

⑳

～　　　一層あわただしくなったりし、

例年重大事故が多発しています。

そこで、今年も12月22日から

10日間、県下いっせいに「年末

…　∴十二∵∴∵
≦　「みんをでふせごう死亡事故」
～　　　です。
～

L～～～～～～～～

◇
◇
◇

尊
　
い
　
生
　
命

人
間
の
生
命
が
何
も
の
に
も
優
先

し
て
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
を
ら
を
い

と
い
う
こ
と
は
あ
た
り
ま
え
の
こ
と

で
す
。し
か
し
、
こ
の
尊
い
生
命
を
人
間

が
自
分
た
ち
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
作
り
出
し
た
事
に
よ
っ
て
奪

わ
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

こ
と
に
、
人
生
こ
れ
か
ら
と
い
う

若
者
が
尊
い
生
命
を
失
っ
た
り
負
傷

し
て
い
る
現
状
は
、
ま
さ
に
悲
劇
と

い
わ
を
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

車
を
運
転
さ
れ
る
皆
さ
ん
、
あ
を

た
の
子
ど
も
が
、
親
が
兄
弟
が
、
そ

し
て
あ
な
た
自
身
が
交
通
事
故
の
犠

牲
に
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。
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交通事故防止は家庭から

交通安全母の会総会

12月5日、土井之内会館で交通安全

母の会総会が開催され、母の会員ら50

人が参加し、井上町長及び松本溝口警

察署長から各々交通安全に対する母の会

の運動と協力に謝意のあいさつがあり、

また、中島溝口警察交通課長から、事

故防止に対する講演を受け、「交通事故

防止は家庭から」の嚇いをこめて、改

めて今後の自主活動を誓い合いました。

ト
あ
い
き
っ
を
す
る
井
上
町
長

江　　府　　町　　報

自転車の事故防止を図る

自転車を伝達

12月5日、子供の国保育園と米沢小

学校に自転車を井上町長からそれぞれ

伝達しました。

これは、先般行われた交通安全ママ

さん自転車溝口地区大会に入賞し、県

大会に出場した両チームに伝達された

もので、自転車の安全な乗り方につい

て母親を中心とする家庭教育を進めて

頂き、自転車の事故防止を図って頂く

ために教材として贈ったものです。

ト
井
上
町
長
か
ら
関
係
者
に

自
転
車
の
鍵
が
贈
ら
れ
る

ミおそろしいミ町内で発生した交通事故

「一意1

＝三塁竜‾一言
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報町府江

こ

と

し

の

足

跡

主
な
で
き
ご
と
を
ひ
ろ
う

〝
過
ぎ
て
し
ま
え
ば
早
い
も
の
″
と
、
ひ
と
こ
と
で
片
付
く
月
日
の
植

過
。
し
か
し
、
町
政
の
上
で
は
、
そ
の
一
刻
一
刻
に
全
力
が
注
が
れ
て
い

ま
す
。
「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
」
を
行
政
は
め
ざ
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
一
年
間
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
ど
う
行
わ
れ
、
ま
た
私
達
の
生
活
上
、

ど
ん
な
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

昭
和
五
十
八
年
の
終
幕
を
迎
え
た
い
ま
、
こ
の
一
か
年
間
の
お
も
な
で

き
ご
と
を
月
別
に
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

一
月
消
防
出
初
め
式

中
学
校
寄
宿
舎
が
開
設
。
五
五
人
が

人
含
。
県
中
学
校
総
体
ス
キ
ー
大
会
が
奥
大

山
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
、
江
府
中
学

校
が
総
合
優
勝
。

三
町
衛
生
施
設
組
合
、
し
尿
処
理
施

設
工
事
が
完
成
（
一
日
処
和
室
二
〇
ノ
）

柿
原
冬
季
分
校
開
校
。
生
徒
は
三
人
。

二
月
町
同
和
教
育
研
究
集
会
を
開
催
。

県
道
上
徳
山
俣
野
江
府
線
山
崩
発
生

対
策
本
部
を
設
置
し
、
う
回
路
対
策

復
旧
作
業
、
二
次
災
害
防
止
、
広
報

等
に
対
処
す
る
。

三
月
町
立
総
合
体
育
館
が
開
館
。

総
合
グ
ラ
ン
ド
に
六
基
の
夜
間
照
明

施
設
が
完
成
。

助
沢
地
区
飲
料
水
供
給
施
設
が
完
成
。

農
道
前
河
原
橋
（
大
方
地
区
）
が
完
成
。

上
小
江
尾
橋
（
本
五
地
区
）
が
完
成
。

原
林
水
路
（
日
の
詰
地
区
）
が
完
成
。

町
道
助
沢
三
平
線
改
良
舗
装
工
事
（
助

沢
地
区
）
が
完
成
。

江
府
町
と
溝
口
町
の
学
校
組
合
解
散
。

四
月
県
知
事
及
び
県
議
会
議
員
選
挙
が
執

行
。
当
日
有
権
者
三
、
九
五
一
人
、
投

票
率
八
八
・
七
四
㍍
。

建
設
省
倉
吉
工
事
事
務
所
大
山
砂
防

江
府
出
張
所
が
開
設
。

今
年
度
か
ら
分
校
完
全
給
食
を
実
施
。

組
合
立
日
光
小
学
校
一
部
と
江
尾
小

学
校
大
河
原
分
校
と
統
合
し
、
江
尾

小
学
校
米
原
分
校
を
開
設
。

助
沢
正
平
五
輪
塔
が
県
保
護
文
化
財

に
指
定
。

一
般
会
計
予
算
が
一
八
億
二
、
〇
〇

〇
万
円
で
ス
タ
ー
ト
。㊧

五
月
総
合
グ
ラ
ン
ド
の
夜
間
照
明
が
点
灯

さ
れ
る
。

雌
仔
牛
平
均
価
格
が
低
迷
し
た
こ
と

に
よ
り
、
自
家
保
留
制
度
を
設
け
、

利
子
補
助
を
行
う
。
自
家
保
留
頭
数

一
〇
頭
。

六
月
参
議
院
譲
員
通
常
選
挙
が
執
行
さ
れ
、

今
回
か
ら
全
国
区
の
選
挙
方
法
が
、

「
拘
束
名
簿
式
比
例
代
表
制
」
　
に
を

る
。
投
票
率
八
五
・
七
三
托
。

町
道
大
河
原
線
舗
装
工
事
（
上
大
河

原
地
区
）
完
成
。

社
団
法
人
照
明
学
会
か
ら
町
立
総
合

体
育
館
に
県
下
で
一
施
設
照
明
普
及

貨
が
贈
ら
れ
る
。

土
石
流
の
災
害
防
止
の
た
め
、
建
設

省
に
よ
る
土
石
流
予
警
報
装
置
が
下

蚊
屋
地
区
に
設
置
さ
れ
る
。

七
月
貝
田
地
区
で
新
農
業
構
造
改
善
事
業

に
着
手
。

中
国
四
国
自
然
休
養
村
推
進
協
議
会

総
会
及
び
現
地
研
究
会
が
本
町
で
開

催
さ
れ
、
二
〇
〇
人
が
参
加
。

第
三
三
回
四
県
四
郡
市
体
育
大
会
が

本
町
で
開
催
。

中
国
横
断
自
動
車
道
の
用
地
測
量
が

開
始
。

西
部
広
域
消
防
圏
連
合
演
習
が
本
町

で
開
催
。

西
部
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
で
第
一

分
団
が
健
勝
。

八
月
町
婦
人
団
体
連
絡
協
謙
会
発
足
一
〇

周
年
記
念
大
会
が
開
催
。

マ
マ
さ
ん
自
転
車
溝
口
地
区
大
会
で
子

供
の
国
保
育
園
チ
ー
ム
が
優
勝
、
そ
し

て
米
沢
小
チ
ー
ム
が
準
優
勝
に
輝
く
。

国
道
一
八
二
号
緑
と
ス
掛
－
ツ
公
国

を
結
ぶ
夜
振
橋
が
完
成
。

町
農
業
協
同
組
合
創
立
二
〇
周
年
記

念
式
。

日
野
川
左
岸
（
久
連
、
洲
河
崎
、
下

安
井
地
区
を
結
ぶ
）
四
・
八
㌔
㍍
の

町
道
が
貫
通
。

江
尾
十
七
夜
は
、
今
年
か
ら
十
七
夜

踊
り
保
存
会
か
ら
認
定
書
の
交
付
を

行
い
、
伝
統
行
事
に
適
応
し
た
十
七

夜
で
し
た
。

九
月
柿
原
地
区
簡
易
水
道
新
設
工
事
に
着

手
。
完
成
す
る
と
町
の
水
道
普
及
率

は
九
九
二
一
三
ば
に
な
る
。

町
教
育
委
員
に
佐
伯
晴
代
さ
ん
が
再
任
。

池
の
内
排
水
路
新
設
工
事
に
着
手
。

武
庫
水
路
改
修
工
事
に
着
手
。

農
道
沢
田
線
舗
装
工
事
（
池
の
内
地

区
）
に
着
手
。

町
道
江
尾
久
連
大
谷
線
舗
装
維
持
修

繕
工
事
（
久
連
地
区
）
に
着
手
。

十
月
貝
田
地
区
農
村
広
場
施
設
工
事
に
着
手
。

◎

中
国
四
国
民
俗
芸
能
文
化
財
発
表
会

に
下
蚊
屋
の
荒
神
神
楽
が
参
加
し
、

好
評
を
博
し
、
文
化
庁
か
ら
感
謝
状

を
受
け
る
。

十
一
月

大
河
原
、
助
沢
、
西
成
地
区
に
小
型

動
力
ポ
ン
プ
を
交
付
及
び
配
備
す
る
。

三
好
恭
祐
さ
ん
（
洲
河
崎
）
が
、
自
治
功

労
と
し
て
勲
五
等
讐
光
旭
日
章
に
輝
く
。

中
国
横
断
自
動
車
道
江
府
町
用
地
交

渉
委
員
会
が
発
足
。

深
山
口
林
道
舗
装
工
事
に
着
手
。

江
尾
貝
田
三
の
沢
線
道
路
修
繕
工
事

（
江
尾
地
区
）
に
着
手
。

無
形
民
俗
文
化
財
の
荒
神
神
楽
を
伝

承
す
る
下
蚊
屋
「
明
神
社
」
に
鳥
取

県
教
育
表
彰
が
贈
ら
れ
る
。

江
府
中
学
校
に
校
旗
制
定
。

町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
夜
間
照
明
建
設

工
事
に
着
手
。

十
二
月

新
道
排
水
路
改
修
工
事
に
着
手
。

林
道
ヒ
キ
ジ
高
谷
線
新
設
工
事
（
武

庫
地
区
）
に
着
手

民
生
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新

ら
し
く
一
八
人
が
厚
生
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
る
。
任
期
は
三
年
。

よ
ぼ
し
尻
橋
、
三
谷
橋
（
荒
田
地
区
）

の
架
換
工
事
に
着
手
。

江
尾
小
学
校
米
原
分
校
が
完
成
。

荒
田
地
区
、
一
旦
地
区
集
会
所
が
完
成
。

甘
酒
茶
屋
裏
に
貸
し
ス
キ
ー
サ
ー
ビ

ス
ハ
ウ
ス
が
完
成
。
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が
っ
こ
う
の
わ
だ
い

待
望
の
校
旗
を
制
定

江
府
中
学
校

中学校生徒数の推移

521人

十
一
月
二
十
二
日
、
永
年
念
願
で

し
た
江
府
中
学
校
校
旗
が
町
と
同
校

P
T
A
か
ら
贈
ら
れ
、

わ
れ
ま
し
た
。

制
定
式
が
行

江
府
中
学
校
は
、
昭
和
三
十
四
年

四
月
一
日
、
江
尾
、
米
沢
、
神
奈
川

の
三
中
学
校
と
日
光
中
学
校
の
一
部

を
統
合
し
て
、
江
府
町
立
江
府
中
学

校
と
し
て
創
立
。
今
年
め
で
た
く
四

分
の
一
世
紀
に
あ
た
る
二
十
五
周
年

を
迎
え
、
そ
の
記
念
事
業
と

28年　38年　47年　57年

人
0
0
　
0
0
　
0
0
　
0
0
　
0
0
　
0
0
　
0

し
て
校
旗
制
定
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
午
前
十
時
三
十
分
か

ら
制
定
式
が
行
わ
れ
、
坂
口
理
郎
P

T
A
会
長
の
経
過
報
告
、
後
藤
校
長

の
感
謝
と
力
づ
よ
い
決
意
を
述
べ
た

式
辞
、
引
き
続
き
、
井
上
町
長
、
藤

原
町
議
会
議
長
、
川
崎
教
育
委
員
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
お
祝
い
の
こ
と
ば
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
生
徒
代
表

の
田
口
謙
二
君
が
「
制
定
さ
れ
た
校

旗
の
も
と
に
、
本
校
の
伝
統
を
受
継

ぎ
、
ま
す
ま
す
こ
の
高
揚
に
努
め
ま

す
」
と
元
気
よ
く
誓
い
の
こ
と
ば
を

述
べ
ま
し
た
。

制
定
さ
れ
た
校
旗
は
、
古
代
紫
の

地
に
校
章
を
金
色
の
糸
で
刺
し
ゅ
う

さ
れ
た
立
派
な
も
の
で
す
。

長
い
間
の
念
願
だ
っ
た
校
旗
制
定

と
い
う
こ
と
で
、
列
席
さ
れ
た
来
賓

の
み
な
さ
ん
、
P
T
A
会
員
ら
の
感

慨
も
ひ
と
し
お
で
あ
り
、
生
徒
た
ち
も

「
傍
ら
の
校
旗
が
で
き
た
」
と
い
う
う

れ
し
さ
と
誇
り
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

主運率

年金の繰り上げ請求は慎重に

5年の革いで
金額は約半分になる

を受けてしまうと、65歳になっても本来の年金

額に引き上げられることはありません。

年金の繰り上げ請求は傾重に決めてください。

例えば、75歳まてに受け取る合計額は、60歳

からもらう場合と、65歳からもらう場合とては

斜線の分たけ差力てます。

5年早くもらうと75歳てこんなに差かてる　四

15年　　　　　　　　　　＞

1年間の年金額

国民年金の老齢年金・通算老齢年金がもらえ

るのは65歳からてすが、希望すれば60歳からて

受給開始年齢と年金額の割合

60歳からの場合
（5890受給）

65歳からの場合
（100％受給）

・受 給 開

始 年 齢

6 5 歳 で 受 け る

と き の 年 令 軸

に 対 す る 割 合

6 0 歳 5 ホ％

6 1 歳 6 5 9 ゎ

6 2 歳 7 2 ％

6 3 歳 酬 ％

6 1 歳 8 t）％

6 5 歳 1 0 （）％

も′受給てきます。

ただし、年金

の嶺は、表のよ

うに受給を繰り

＿1二けるほど少な

くなります。こ

の割介は終年、

変わりません。

しかも、いち

と些麺通日こ年金

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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高
齢
者
へ
牛
の
貸
付

申
込
み
は
1

2
月
2

0
日
ま
で

町
で
は
町
内
」
八
十
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
肉
用
牛
の
貸
付

事
業
を
開
始
し
ま
す
。

貸
付
の
要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
か
ら
、
希
望
者
は
十
二

月
二
十
日
ま
で
に
呵
役
場
農
林
課
に
直
接
申
込
ん
で
下
さ
い
。

府　　町　　報江

選
定
条
件

・
江
府
町
に
住
所
を
有
す
る
六

十
歳
以
上
の
農
業
従
事
者
で
、

肉
用
牛
の
飼
養
経
験
を
有
す
る

者
。
・
労
働
力
に
余
力
が
あ
る
等
肉

用
牛
の
適
切
を
飼
善
管
理
が
可

能
な
農
家
。

貸
付
条
件

・
貸
付
頭
数
は
、
約
二
十
頭
と

し
、
導
入
価
格
は
一
頭
当
り
平

均
三
十
万
円
と
す
る
。

・
購
入
資
金
は
、
町
高
齢
者
肉

用
牛
飼
育
基
金
を
も
っ
て
あ
て
、

対
象
者
に
貸
付
け
る
。

・
導
入
肉
用
牛
を
五
か
年
間
善

良
な
飼
養
管
理
を
す
る
。

・
飼
養
期
間
に
お
け
る
導
入
肉

用
牛
の
飼
養
管
理
費
は
、
対
象

者
の
負
担
と
す
る
。

・
飼
拳
期
間
の
五
か
年
が
満
了

し
た
と
き
は
、
そ
の
対
価
と
し

て
購
入
価
格
を
町
に
納
付
す
る
。

・
そ
の
他
必
要
事
項
等
詳
細
に

つ
い
て
は
、
町
と
貸
付
対
象
者

と
契
約
を
締
結
す
る
。

な
お
、
申
込
者
は
、
町
に
お

い
て
対
象
者
の
該
当
適
否
審
査

選
考
の
上
、
貸
付
者
を
決
定
す

る
予
定
で
す
。

詳
細
は
、
町
役
場
農
林
課
ま

で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

命命令命令命令

人の動き
㊥命令命令命令

（11月届）

細
川
民
治

妹
尾
祥
子

塩
飽
正
英

山
中
智
子

田
中
尚
之

三
輪
明
子

）））

川
上
武
史

川
上
百
合
香

川
上
和
明

谷
本
三
紀
子

））
西
伯
郡
西
伯
町

吉
原
か
ら

大
阪
市
大
正
区

俣
野
か
ら

米
子
市

下
安
井
か
ら

兵
庫
県
西
宮
市

美
用
か
ら

江
尾
西
伯
郡
西
伯
町
か
ら

田
お
誕
生
お
め
で
と
う

池
ノ
内
加
藤
隆
正

下
蚊
屋
大
岩
寛
明

江
尾
　
福
羅
香
奈
子

小
江
尾
南
菓
知
佳

池
ノ
内
南
波
広
大

洲
河
崎
三
好
賢
太
郎

久
遠
　
泉
　
俊
輔

鼻冨房竺竺讐宗
長長二二二長二
男　男　男　女女男男

ありがとう

ございました

（11月中寄託分）

田
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

下
蚊
屋
筒
井

池
ノ
内
藤
原
孝
二

佐
川
　
松
波

と

み

8086　糾
歳歳歳

雪莞至
宅宅宅

香
典
返
し
と
し
て

下
蚊
屋
　
筒
井
京
一
殿

（
父
百
治
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

半
ノ
上
　
堀
田
　
緑
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
　
田
　
佐
藤
　
つ
ね
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
　
田
　
岡
田
キ
ス
ヱ
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

武
　
庫
　
宇
田
川
利
一
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

尾
上
原
　
木
嶋
　
義
輝
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
　
田
　
谷
田
　
卓
男
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

久
　
連
　
生
田
　
緑
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
筒
井
恵
美
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
　
田
　
藤
原
　
澤
治
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

特
別
寄
付

一
旦
　
宇
田
川
正
一
殿

（
祖
母
長
尾
い
そ
様
白
寿
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

田
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

昌
「
雪
l
暮
暮
‡
侶
可
里
暮
可
－
可
」

藤
原
和
城

小
谷
容
子

＿
i
l
＿
′
，
＿
‘
「
＿
′
＿
■
／
■
＿
i
’
＿
′
■
ノ
＿
i
l
之
「
■
i
「
＿
■
1
一
’
＿
＿
■
、
＿
i
r
l
■
ご
’
■
ご
■
i
P
t
‘
l
■
1
＿
′
＿
＿
‘
’
＿
■
、
′

㊧

俣
野
西
伯
郡
大
山
町
か
ら

日
野
郡
溝
口
町

江
尾
か
ら

埼
玉
県
三
郷
市

貝
田
か
ら

l
h
〓
－
暮
－
－
卜
1
．
1
－
－
日
－
t
h
「
l
暮
I
L

善意銀行受払報告

1．10月末累計額

2，164，976円

2．11月中寄付額

17万円

内　　訳

香典返し　　　　2万

快気祝　　　　10万

その他　　　　　5万

3．支出額

慶弔費　　　　　2万

4．11月末累計額

2，314，976
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